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IgG 2,124 (1,763, 3,408) vs. 1,924 (1,498, 
2,406) mg/dL P=0.075 IgG4-RD responder 
index 15 (9, 18) vs. 12 (6, 17) P=0.050

30 vs. 13% P=0.076 2
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(※ 1)当該研究者が当該研究を実施する1こ当たり遵守すべき倫理指針に関す んでいる場合は 「審査済 にチェ

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針Jや 「臨床研究に関する倫理指針Jに準拠する場合は、当該項日に記入すること。
5 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □

6 利益相反の管理
当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 巨 (無の場合はその理由: )

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 □(無の場合は委託先機関:                 )

当研究に係るCOIに ついての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由:                  )

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ (有の場合はその内容 :                 )
(留意事項)  該当する□にチェックを入れること。

分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和 3年 1月 15日

国立保健医療科学院長 殿
機関名

所属研究機関長 職 名
氏 名

次の職員の令和2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利 につい
ては以下のとおりです。

1 研究事業名  難治性疾患政策研究事業
2 研究課題名  IPG4関連疾患の診断基準並びに診療指針の確立を目指す研究

3 研究者名  (所属部局・職名) 香里病院 ・ 病院長

(氏名 。フリガナ) 岡崎 和一 ・ オカザキ カズイチ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。
その他 (特記事項)

関西医科大学

4 倫理審査の状況
該当性の有無

有  無

左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

審査済み   審査した機関 未審査 (※

2)

ヒ トゲノム 遺伝子解析研究に関する倫理指針 □   ■ □ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ □ □

人を対象 とする医学系研究に関する倫理指針 (※

め
■   □ ■ 京都大学 関西医科大学 □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
等の実施に関する基本指針

□   ■ □ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること
(指針の名称 :               ) □   ■ □ □

※ 1 るに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済みJにチェッ

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針Jや 「臨床研究に関する倫理指針Jに準拠する場合は、当該項目に記入すること.
5 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講 日  未受講 □

6 利益相反の管理
当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由:                 )

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 □ (無の場合は委.L先機関 :                )

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有 口 無 □ (無の場合はその理由:                 )

当研究に係るCOIに ついての指導 管理の有無 有 □ )征
¨ 口 (有の場合はその内容 :

(留意事項)  該当する□にチェックを入れること。
分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和 3年 3月 24日

国立保健医療科学院長 殿
機関名

所属研究機関長 職 名
氏 名

｀`
ヽ|

次の職員の令和2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管 につい

ては以下のとおりです。

1 研究事業名  難治性疾患政策研究事業
2 研究課題名  IgG4関 連疾患の診断基準並びに診療指針の確立を目指す研究

3 研究者名  (所属部局・職名)   関西電力病院 院長

関西電力病院

院 長

(氏名・フリガナ)   千 葉  勉  ・チバ ツ トム
4 倫理審査の状況

該当性の有無

有  無
左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

審査済み   審査した機関 未審査 (※
"

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 □   E □ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ □ □

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (※め ■   □ ■ 関西電力病院 □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
等の実施に関する基本指針

□   ■ □ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :               ) □   ■ □ □

(※ 1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済みJにチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査Jにチェックすること。

その他 (特記事項)

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針Jや 「臨床研究に関する倫理指針Jに準拠する場合は、当該項目に記入すること,
5 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講 日  米受講 □

6 利益相反の管理
当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由: )

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 □ (無の場合は委託先機関: )

当研究に係るCOIに ついての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由: )

当研究に係るCOIに ついての指導 管理の有無 有 □ 無 ■ (有の場合はその内容 :                 )
(留 意事項)  該当する□にチェックを入れること。

分担研究者の所属する機関の長も作成すること,
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国立保健医療科学院長 殿
機関名

所属研究機関長 職 名
氏 名

次の職員の令和 2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい
ては以下のとおりです。

1 研究事業名  難治性疾患政策研究事業
2 研究課題名  政G4関連疾患の診断基準並びに診療指針の確立を目指す研究
3 研究者名  (所属部局 :職名) 消化器内科 院長

(氏名・フリガナ) 神澤 輝

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査Jにチェックすること。
その他 (特記事項)

4 倫理審査の状況
該当性の有無

有  無
左記で該当がある場合のみ記入 (× 1)

審査済み   審査した機関 未審査 (X2)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 □   ■ □ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 匡   ■ □ □

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (×) ■   □ ■ 駒込病院倫理審査委員会 匡

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
等の実施に関する基本指針

□   ■ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :               ) □   ■ 一Ｌ □

1 を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は み_にチェッ

(× 2)未審査に場合は、その理由を記載すること.

(※ 3)廃止前の 「疫学研究に関する倫理指針」や 「臨床研究に関する倫理指針Jに準拠する場合は、当該項日に記入すること。
5 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □

6 利益相反の管理
当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 コ (無の場合はその理由:                  )

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 コ (無の場合は委託先機関:                 )

当研究に係るCOIに ついての報告・審査の有無 有 ■ 無 =(無
の場合はその理由:                  )

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ (有の場合はその内容 :                 )
(留意事項)  該当する□にチェックを入れること。

分担研究者の所属する機関の長も作成すること.



令和3 年 1月  2ユ 日

国立保健医療科学院長 殿
機関名

所属研究機関長 職 名
氏 名

次の職員の令和 2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利
ては以下のとおりです。

1 研究事業名
2 研究課題名
3 研究者名

(氏名・ フリガナ)  正宗 淳・マサムネ アツシ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は 「未審査Jにチェックすること。
その他 (特記事項)

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は 当該項目に記入すること。
5 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □

6 利益相反の管理

ｒ
Ｈ
Ｈ
＝

「
＝
＝
川

4 倫理審査の状況
該当性の有無

有  無
左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

審査済み   審査した機関 未審査 (※
"

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 □   ■ □ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ □ □

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (xの ■   □ ■ 東北大学 □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
等の実施に関する基本指針 □   ■ E EE

その他、該当する倫理指針があれば記入すること
(指針の名称 :               ) □   ■ コ □

(※ 1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する んでいる みJに チェッ

当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 E(無の場合はその理由: )

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 コ(無の場合は委託先機関:                 )

当研究に係るCOIに ついての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由I                  )

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 ■ 無
（ )□ (有 の場合はその内容 :研究実施の際の留意点を示した

(留意事項)  該当する□にチェックを入れること。
分担研究者の所属する機関の長も作成すること.

響 |
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令和3年 3月 29日

国立保健医療科学院長 殿
機関名

所属研究機関長 職 名
氏 名

次の職員の令和 2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び和 理につい

ては以下のとおりです。

1 研究事業名  難治性疾患政策研究事業
2 研究課題名  IRG4関連疾患の診断基準並びに診療指針の確立を目指す研究

3 研究者名  (所属部局・職名) 附属病院内科・特任教授
(氏名・フリガナ) 川 茂幸 (カ ワ シゲユキ)

松本歯科

学長

原  一

4 倫理審査の状況
該当性の有無

有  無
左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

審査済み   審査した機関 未審査 (※
"

ヒトゲノム 遺伝子解析研究に関する倫理指針 □   ■ □ □

遺伝子治療等臨床研究にF-3す る指針 □   ■ □ □

人を対象 とする医学系研究に関する倫理指針 (※つ □   ■ □ □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
等の実施に関する基本指針

□   ■ □ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の率称 :               ) □   ■ □ □

(※ 1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済みJにチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査Jにチェックすること。

その他 (特記事項)

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(× 3)廃止前の 「疫学研究に関する倫理指針Jや 「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。
5 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講 日  未受講 □

6 利益相反の管理
当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □(無の場合はその理由:                  )

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 □ (無の場合は委.t先機関:                 )

当研究に係るCOIに ついての報告・審査の有無 有 ■ 無 □(無の場合はその理由:                  )

当研究に係るCOIに ついての指導 管理の有無 有 □ )
盤
¨ ■ (有の場合はその内容 i

(留意事項)  該当する□にチェックを入れること.
分担研究者の所属するtt関の長も作成すること,
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国立保健医療科学院長 殿

機関名

所属研究機関長 職 名
氏 名

2 研究課題名
3.研究者名  (所属部局・職名) 医学研究科・教授

(氏名・フリガナ) 妹尾 浩・セノオ ヒロシ
4 倫理審査の状況

該当性の有無

有  無
左記で該当がある場合のみ記入 (xl)

審査済み   審査した機関 未審査 (x"

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 □   ■ □ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ □ □

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (※め ■   □ ■
京都大学大学院え学研究科 医学部及

び医学部附属病12. 仄の倫理委員会
□

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
等の実施に関する基本指針

□   ■ □ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :               ) □   ■ □ □

※1)当 該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済みJにチェじ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は 「未審査Jにチェックすること。

その他 (特記事項)

(× 2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針Jや 「臨床研究に関する倫理指針Jに準拠する場合は、当該項目に記入すること。
5 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 E
6 利益相反の管理
当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □(無の場合はその理由:                  )

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 □ (無 の場合は委託先機関:                 )

当研究に係るCOIに ついての報告・審査の有無 有 ■ 無 □(無の場合はその理由:                  )

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ 〈有の場合はその内容 :                 )
(留意事項) ・該当する□にチェックを入れること.

分担研究者の所属する機関の長も作成すること.

次の職員の令和 2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい
ては以下のとおりです。

1 研究事業名  難治性疾患政策研究事業

FI]



令和 3年 3月  3日

国立保健医療科学院長 殿
機関名

所属研究機関長 職 名
氏 名

次の職員の令和 2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の
ては以下のとおりです。

1 研究事業名  難治性疾患政策研究事業
2 研究課題名  IgG4関連疾患の診断基準並びに診療指針の確立を目指す研究

3 研究者名  (所属部局・職名) 医学部 ・ 教授

長
史

(氏名・フリガナ) 田中 篤  ・ タナカ アツシ

大 学

4 倫理審査の状況
該当性の有無

有  無
左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

審査済み   審査した機関 未審査 Ⅸ
"

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 □   ■ □ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ □ □

人を対象 とする医学系研究に関する倫理指倒 は, ■   □ ■ 帝京大学医学系研究倫理委員会 □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
等の実施に関する基本指針

□   ■ □ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :               ) ロ   ロ □ □

※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済みJにチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査Jにチェックすること。

その他 (特記事項 )

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※ 3)廃止前の 「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針Jに準拠する場合は、当該項目に記入すること。
5 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講 日  未受講 □

6 利益相反の管理
当研究機関におけるC01の 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ (無 の場合はその理由: )

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 □ (無 の場合は委.t先機関:                 )

当研究に係るCOIに ついての報告・審査の有無 有 ■ 無 口 (無の場合はその理由1                  )

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 □ 毎
（ )■ (有の場合はその内容 :

(留意事項)  該当する□にチェックを入れること.
分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

学
沖



令和 3年 3月 31日

国立保健医療科学院長 殿

機関名  慶應義           ____
所属研究機関長 職 名  学長

氏 名  長谷山 彰

次の職員の令和 2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益本目反等の管理につ
いては以下のとおりです。

1 研究事業名  難治性疾患政策研究事業
2 研究課題名  IRG4関連疾患の診断基準並びに診療指針の確立を目指す研究

3 研究者名
(氏名・フリガナ) 岩崎 栄典・イワサキエイスク         _   __  _

4 倫理審査の状況

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、r未審査」にチェックすること。

その他 (特記事項)

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針Jや 「臨床研究に関する倫理指針Jに 4●拠する場合は、当該項目に記入すること。

5 厚生芳慟分野の研究活動における不正行為への対応について

該当性の有無

有  無
左記で該当がある場合のみ記入 侠D

審査済み   審査した機関 未審査 (×
"

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 ロ   ロ コ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ □ □

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (※3) ロ   ロ □ □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験等
の実施に関する基本指針

□   ■ □ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :    ) ロ   ロ □ □

5倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済みJにチェッ

6 利益相反の管理
当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 口 無 □ (無の場合はその理由:                  )

当研究機関におけるCOl委員会設置の有無 有 ■ 無 □ (無の場合は委託先機関:                 )

当研究に係るCOIに ついての報告・審査の有無 有 ■ 無 □(無の場合はその理由:                  )

当研究に係るCOIに ついての指導 管理の有無 有 □ 無 ■ (有の場合はその内容 :                 )

(留意事項)  該当する口にチェックを入れること。
・分担研究者の所属する機関の長も御我すること。



令和 3年 4月  27日
国立保健医療科学院長 殿

国
錮
曲審

・
一涌織脚

次の職員の令和 2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい
ては以下のとおりです。

1 研究事業名  難治性疾患政策研究事業
2 研究課題名  IgG4関 連疾患の診断基準並びに診療指針の確立を目指す研究

3 研究者名  (所属部局・職名)大学院医学研究科・教授
(氏名・フリガナ)児玉 裕三・コダマ ユウゾウ

機関名

所属研究機関長 職 名
氏 名

国立大

学長

4 倫理審査の状況
該当性の有無

有  無
左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

審査済み   審査した機関 未審査 (※
"

ヒトゲノム 遺伝子解析研究に関する倫理指針 □   ■ E □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ E □

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 〈xo ■   □ ■
神戸大学大学院医学研究科等
医学倫理委員会

□

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
等の実施に関する基本指針

□   ■
「

□

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :               ) □   ■ E □

(※ 1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する でいる場合は 「審査済みJにチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他 (特記事項)

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針Jや 「臨床研究に関する倫理指針Jに準拠する場合は、当該項目に記入すること。
5 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □

6 利益相反の管理
当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由: )

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 □ (無の場合は委託先機関:                 )

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有 ■ 無 コ(無の場合はその理由i )

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ (有の場合はその内容 :                 )

(留意事項)  該当する□にチェックを入れること。
分担研究者の所属する機関の長も作成すること,



令和 3年 3月 25日

国立保健医療科学院長 殿
機関名

所属研究機関長 職 名
氏 名

学長

次の職員の令和 2年度厚生労lCll科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい
ては以下のとおりです。

1 研究事業名  難治性疾患政策研究事業
2 研究課題名  IgG4関連疾患の診断基準並びに診療指針の確立を目指す研究

3 研究者名  (所属部局・職名) 大学院医歯学総合研究科・教授
(氏名・フリガナ) 井戸 章雄・イド アキオ

薗
腰
扁

4 倫理審査の状況
該当性の有無

有  無
左記で該当がある場合のみ記入 (× 1)

審査済み   審査した機関 未審査 (×
"

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 □   ■ □ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 コ   ■ □ □

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (×
"

■   □ ■
鹿児島大学病院臨床研究倫理

委員会
□

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
等の実施に関する基本指針

□   ■ □ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :               ) □   ■ □ □

※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する んでいる場合は みJにチェッ該研究者が当
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は 「未審査Jにチェックすること。

その他 (特記事項)

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載すること.

(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針Jに準拠する場合は 当該項日に記入すること。
5 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □

6 利益相反の管理
当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ (無 の場合はその理由: )

当研究機関におけるCOl委 員会設置の有無 有 ■ 無 □(無の場合は委託先機関:                 )

当研究に係るCOIに ついての報告 審査の有無 有 ■ 無 □(無の場合はその理由:                  )

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ (有の場合はその内容 :                 )
(留意事項)  該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



国立保健医療科学院長 殿

,\.'<tD3+ZH r',lI

機関名 札幌医科大学
所属研究機関長 職 名 理事長

氏 名 塚本 泰司       印  |

次の職員の令和 2年度厚生労働科学研究費のFEl査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい
ては以下のとおりです。

1 研究事業名  難治性疾患政策研究事業
2 研究課題名  IgG4関連疾患の診断基準並びに診療指針の確立を目指す研究

3 研究者名  (所属部局・職名) 医学部・教授
(氏名・フリガナ) 仲瀬 裕志・ナカセ ヒロシ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は 「未審査」にチェックすること.

その他 (特記事項 )

4 倫理審査の状況
該当性の有無

有  無
左記で該当がある場合のみ記入 (× )

審査済み   審査した機関 未審査 (※
"

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 □   ■ □ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ コ □

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (xD 口   E ■ 本L幌医科大学 一Ｌ

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
等の実施に関する基本指針

E  ■ □ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :               ) □   ■ コ

※1)当 該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、
~審
査済みJにチェッ

(× 2)未審査に場合は、その理由を
(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針Jや 「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項日に記入すること,

5 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 E
6 利益相反の管理
当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 匡 (無のF_合はその理由: ,

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 コ (無の場合は委託先機関:                 )

当研究に係るCOIに ついての報告・審査の有無 有 ■ 無 匡 (無の場合はその理由: )

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 豊
（

)■ (有の場合はその 容ヽ :

(留意事項)  該当するEIにチェックを入れること.

分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和 3年  ノ月 2と 日

国立保健医療科学院長 殿
機関名  自治医科大学

所属研究機関長 職 名  学 長
氏 名  永井 良三       印

次の職員の令和 2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫I里審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1 研究事業名  難治性疾患政策研究事業
2 研究課題名  IgG4関連疾患の診断基準並びに診療指針の確立を目指す研究          _
3 研究者名  (所属部局・職名)  医学部 ・ 講師

4 倫理審査の状況
該当性の有無

有  無
左記で該当がある場合のみ記入 (× い

審査済み   審査した機関 未審査 (x"

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 □   ■ □ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 E  ■ □ □

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (xD □   ■ □ □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
等の実施に関する基本指針

□   ■ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :               ) □   ■ コ

Xl)ll該研究者が当該研究を実lLするに当たり遵守すべき倫,E指 針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は ~審査済みJに チェッ
クし一部若しくは全部の審査が完 了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他 (特記事項)

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載すること.

(× 3)廃 止前の 「疫学研究に関する倫理指針Jや 「臨床研究に関する倫理指針Jに準拠する場合は 当該項日に記入すること。
5 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □

6 利益相反の管理
当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 E(無の場合はその理由: )

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 匡 (無の場合は委託先機関:                 )

当研究に係るCOIに ついての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由: )

当研究に係るCOIに ついての指導 管理の有無 有 コ )丑
朴 ■ (有の場合はその内容 :

(留意事項)  該当する□にチェックを入れること。
分担研究者の所属する機関の長も作成すること.

(氏名・フリガナ)  菅野 敦 ・  カンノ アツシ



14日

国立保健医療科学院長 殿

ては以下のとおりです。

1 研究事業名  難治性疾患政策,F究事業
2 研究課題名  IgG4関連疾患の診ll基準並びに診療指針の確立を目指す研究

3 研究者名  (所属部局・職名)   医学
‐
f・・ 教授

令和3年 1り l

(氏夕|・ フリガナ) 高橋 裕樹・タカハシ ヒロキ
4 倫理審査の状況

該当性の有無

有  無
左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

審査済み   審査した機関 l<ffiA tx:r
ヒ トゲノム 遺伝子解析研究に関する倫理指針 □   ■ □ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ □ □

人を対象 とする医学系研究に関する倫理指針 (x3) ■   □ ■ IL幌医科大学 □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
等の実施に関する基本指針

□   ■ □ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指£|の名動,:                ) □   ■ □ □

(※ 1)当 該OF究者が当該研究を実施するに当たり達守十べき倫理指弁|に関する倫]:委員会の審査が済んでいる場合は、「tl.査済みJに チ:=ッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は 「未審査Jにチェックすること.

その他 (特記事項 )

(※ 2)未審査に場合は その理由を記戦すること
(※ 3)廃止前の 「疫学研究に関するlm IP指 針Jや 「臨

"1研
究に関する倫理指ケ|」 に準拠する場合 = 当該lH日 に記入すること,

5 厚生労働分野の研究活動における不 il:行 為への対応について

,F究 倫ll教育の受講状況 受講 日  米受講 □

6 利益‖反の管理
当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ (無 ●,場 合,そ のFl山 : ,

当研究機関におけるCOl委 員会設置の有無 有 ■ 無 □ (無の場合は委言〔先機剰:                 )

当Fl究 に係るCOlに ついての報告 審 latの 冶無 有 ■ 無 □ (無 υ)場 舘 14υ )■1山 : )

当研究に係るC01に ついての指導 管理υ'有 無 イ「 日 1■ 日 (`「 ″)|,r卜●
`・

)勺容 :                 ,
(3意事I真 )  該当する□にチェックを入れること

分担tll究 者のけF属する機間の長 t,作成すること

機関名 北海道公立大学法人
所属研究機関長 職 名  理事長

氏 名  塚本 泰司

札幌医科大学

Ｆ一一濯加
次の職員の令和 2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理にらい



国立保健医療科学院長 殿
機関名

所属研究機関長 職 名
氏 名

令不日 3年 3月 25日

高知大学

学長

次の職員の令和 2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい
ては以下のとおりです。

1 研究事業名  難治性疾患政策研究事業
2 研究課題名  IgG4関連疾患の診断基準並びに診療指針の確立を目指す研究

3 研究者名  (所属部局・職名) 医学部・教授
(氏名・フリガナ) 内田 一茂・ウチダ カズシゲ

4 倫理審査の状況

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は 「未審査Jにチェックすること.

その他 (特記事項)

該当性の有無

有  無
左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

審査済み   審査した機関 未審査 (×D

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 □   ■ □ E

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ □ □

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (×) ■   □ ■ 京都大学・医の倫理委員会」 □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
等の実施に関する基本指針

□   ■ □ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :               ) □   ■ □ □

※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済みJにチェッ

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や 「臨床研究に関する倫理指針Jに準拠する場合は、当該項目に記入すること。
5 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □

6 利益相反の管理
当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 コ (無 の場合はその理由: )

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 □ (無 の場合は委託先機関:                 )

当研究に係るCOIに ついての報告・審査の有無 有 口 無 E(無の場合はその理由:                 )

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ (有の場合はその内容 :                 )
(留意事項) ・該当する□にチェックを入れること。

分担研究者の所属する機関の長も作成すること.

鶴1鰺



令和  3年  3月  31日

国立保健医療科学院長 殿
機関名 国立大学法人京都大学

所属研究機関長 職 名 医学研究科長
氏 名   岩井 一宏   印

次の職員の令和 2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい
ては以下のとおりです。

1 研究事業名  難治性疾患政策研究事業
2 研究課題名  lgG4関 連疾患の診断基準並びに診療指針の確立を目指す研究

3 研究者名  (所属部局・職名) 大学院医学研究科 。講師
(氏名・フリガナ) 吉藤 元・ヨシフジ ハジメ

4 倫理審査の状況

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査Jにチェックすること。
その他 (特記事項 )

該当性の有無

有  無
左記で該当がある場合のみ記入 (× 1)

審査済み   審査した機関 未審査 (xD
ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 ■   E ■ 京都大学・医の倫理委員会 コ

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 二   ■ □ コ

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (※) ■   二 ■ 京都大学・医の倫理委員会 コ

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
等の実施に関する基本指針

□   ■ □ □

その他、該当する倫理指針があオ■ば記入すること

(指針の名称 :               ) コ   ■ □ □

(Xl)当 該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済みJにチェじ

(× 2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(× 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針Jや 「臨床研究に関する倫理指針Jに準拠する場合は、当該項日に記入すること。
5 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □

6 利益相反の管理

(留意事項)  該当する□にチェックを入れること。
分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由: )

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 匡 (無の場合は委託先機関:                 )

当研究に係るCOIに ついての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由: )

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 □ 霊
（ )■ (有の場合はその内容 :



令和3年 1月 25日

日立保健医療科学院長 殿
機関名

所属研究機関長 職 名
氏 名

次の職員の令和2年度lF生労rrllJ科 学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反
ては以下のとおりです。

1 研究事業名  難治性疾患政策うF究事業
2 研究課題名  IgG4関連疾患の診llr基 準並びに診療指針の確立を目指す研究         __
3 研究者名  (所属部局・職名)医学医療系・講師

(氏名・フリガナ)坪井 洋人・ツボイ ヒロト
4 1i理審査の状況

クし一部‖しくは全
“
'の
審ntrが 完了していない1サ合は、「未審 lr Jに チェックすること。

その他 (特記事項)

(※ 2)未審11に
"'合

は、その理由を記般すること。
(※ 3)llL止 11の 「疲学47・究に関するlFI用 lll‐ 針」や 「臨床研究にlylする倫理指llJに対1拠するl17合は、当該項目に記入すること。
5 厚生労4rll分 り子の研究活IIJlに おける不正行為への対応について

研究倫理教育の受:I状況 受|‖ 日  未受:‖ □

lEl曲画
卍鍋鵬

該当性の有無

有  無
左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

審査済み   lF.iヽ した機関 *#,it oi:zt

ヒトゲノム・遺伝子llFF析研究に関する倫11指針 □   ■ □ □

遺伝子治lfr等臨床研究に関する指∫| ロ   ロ □ □

人を対象とするレ114系■F究に関する倫川!指針 (■め ■   □ ■ 筑波大学llllllr″ i院 □

μμ生労l」ll省 の所管する実liL機 |‖におけるrll物実瞼
1)の実施に 対するll木指針

□   ■ □ □

その他、該当する倫理指i「があれば記入すること

(指針の名称 :               ) □   ■ □ □

※1)当 Iタリr究 イが当核研究を実lliす るに当たり,尊守すべさ倫理111針に
"す
るll んでいる場合は、「癖■済み」にチェッ

6 利益相反の管理
当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 ■ 11□ (無のllJ合 はそのFL由 : )

当研究機関におけるC O I ttFt会設置の有無 有 ■ 無 □(1〔の
'1:合
は委託先機関:                 )

当研究に係るCOIについての幸μ告・審査の有無 有 ■ 無 □(無 の場合はその理由: )

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ (有 の1サ合はその内容 :                 )
(17意事Ijt) ・該当する口にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



,ifu r + 3fr >3 a

国立保健医療科学院長 殿
機関名  産業医科大学_____

所属研究機関長 職 名
氏 名

次の職員の令和 2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい
ては以下のとおりです。

1 研究事業名  難治性疾患政策研究事業
2 研究課題名  IgG4関連疾患の診断基準並びに診療指針の確立を目指す研究

3 研究者名  (所属部局・職名)  医学部・教授

(氏名・フリガナ)  田中 良哉・タナカ ヨシヤ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査Jにチェックすること。
その他 (特記事項)

4 倫理審査の状況
該当性の有無

有  無
左記で該当がある場合のみ記入 (× 1)

審査済み   審査した機関 未審査 (※
"

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 □   ■ □ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ □ □

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 は3) ■   □ ■ 産業医科大学 □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
等の実施に関する基本指針

□   ■ □ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :               ) □   ■ □ □

(※ 1)当 該研究者が当./研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する んでいる場合は、「審査済みJにチェッ

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記裁すること。
(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針Jや 「臨床研究に関する倫理指針Jに準拠する場合は、当該項目に記入すること。
5 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講 日 未受講 □

6 利益相反の管理
当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □(無の場合はその理由:                  )

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 □(無の場合は委託先機関:                 )

当研究に係るC01についての報告・審査の有無 有 ■ 無 □(無の場合はその理由:                  )

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ (有の場合はその内容 :                 )
(留意事項)  該当する□にチェックを入れること。

分担研究者の所属する機関の長も作成すること.

学量Iミ鷲



令和 3年 3月 23日

国立保健医療科学院長 殿
機関名 金沢医牟
職 名 学長所属研究機関長

氏 名 神田 亨勉     印

次の職員の令和 2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理l

ては以下のとおりです。

1 研究事業名  難治性疾患政策研究事業
2 研究課題名  IgG4関連疾患の診断基準並びに診療指針の確立を目指す研究

3 研究者名  (所属部局・職名) 医学部・教授
(民

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は 「未審査Jにチェックすること。
その他 (特記事項)

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(× 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針:や 「臨床研究に関する倫理指針Jに準拠する場合は、当該項日に記入すること.

5 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □

4 倫理審査の状況
該当性の有無

有  無
左記で該当がある場合のみ記入 (× 1)

審査済み   審査 した機関 未審査 (x"

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 □   ■ □ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ コ EE

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (×
"

■   □ ■ 金沢医科大学 □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
等の実施に関する基本指針

E  ■ E □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :               ) □   ■ □ コ

※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する んでいる場合は 「審査済みJにチェッ

6 利益相反の管理
当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由:                 )

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 口 無 □ (無の場合は委託先機関:                 )

当研究に係るCOIに ついての報告・審査の有無 有 ■ 無 □(無の場合はその理由:                  )

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 コ 無
小 )■ (有 の場合はその内容 :

(留意事項)  該当するEにチェックを入れること.

分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



国立保健医療科学院長 殿
令和3年 4月  1日

機関名 国立大学法人金沢大学
所属研究機関長 職 名  学 長

氏 名  山崎 光悦   印

次の職員の令和 2年度厚生労働科学研究費のPIl査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい
ては以下のとおりです。

1 研究事業名  難治性疾患政策研究事業
2 研究課題名  IgG4関連疾患の診断基準並びに診療指針の確立を目指す研究

3 研究者名  (所属部局・職名) 附属病院・講師

(氏名・フリガナ) 高比良 雅之・タカヒラ マサユキ
4 倫理審査の状況

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査=にチェックすること。
その他 (特記事項)

該当性の有無

有  無
左記で該当がある場合のみ記入 (x,

審査済み   審査した機関 **6 txzr

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 □   ■

遺伝 F治療等臨床研究に関する指針 □   ■

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (×D ■   = ■ 金沢大学

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
等の実施に関する基本指針

□   ■ コ

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :               ) □   ■ コ

×1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済みJにチェッ

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針Jや 「臨床研究に関する倫理指針Jに準拠する場合は、当該項目に記入すること.

5 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講 日  未受講 □

6 利益相反の管理
当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ロ 無 口 (無の場合はその理由: ,

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 二(無の場合は委託先機関: ,

当研究に係るCOIに ついての報告・審査の有無 有 ■ 無 コ(無の場合はその理由: )

当研究に係るCOIに ついての指導 管f里の有無 有 ,任
¨ ■ (有 の場合はその内容 :

(留意事項)  該当するコにチェックを入オiる こと。
分担研究者の所属する機F-3の 長も作成すること.



令和 3年 3月 25日

国立保健医療科学院長 殿
機関名  和歌山県立医科大学

所属研究機関長 職 名  学長
氏 名  宮下 和久       印

次の職員の令和 2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい
ては以下のとおりです。

1.研究事業名  難治性疾患政策研究事業
2 研究課題名  IttG4関連疾患の診断基準並びに診療指針の確立を目指す研究
3 研究者名  (所属部局・職名)    医学部 特別顧問

(氏名・フリガナ)    赤水 尚史 ・ アカミズ タカシ
4 倫理審査の状況

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他 (特記事項)

該当性の有無

有  無
左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

審査済み   審査した機関 未審査 (※υ

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 □   ■ □ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ □ □

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (× D □   ■ □ □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
等の実施に関する基本指針

□   目 □ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :               ) □   ■ □ □

※ を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する んでいる場合は、「審査済みJにチェッ

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針Jに準拠する場合は、当該項目に記入すること。
5 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □

6 利益相反の管理
当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □(無の場合はその理由:                  )

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 □(無の場合は委託先機関:                 )

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □(無 の場合はその理由: )

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ (有の場合はその内容 :                 )
(留意事項)  該当する日にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和3年 4月  1日
国立保健医療科学院長 殿

機関名 国立大学法人金沢大学
所属研究機関長 職 名  学 長

氏 名  山崎 光悦   印

次の職員の令和 2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい
ては以下のとおりです。

1 研究事業名  難治性疾患政策研究事業
2 研究課題名  IgG4関連疾患の診断基準並びに診療指針の確立を目指す研究

3 研究者名  (所属部局・職名) 附属病院・講師
(氏名 。フリガナ) 川野 充弘・カワノ ミツヒロ

4 倫理審査の状況

_ ,こ ナ エ ッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は 「未審査_にチェックすること。

その他 (特記事項)

該当性の有無

有  無
左記で該当がある場合のみ記入 (x)

審査済み   審査した機関 未審査 (xD
ヒトゲノム 遺伝子解析研究に関する倫理指針 ■   □ ■ 金沢大学 □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ □

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (※D ■   E ■ 金沢大学 匡

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
等の実施に関する基本指針

E  ■ 匡

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :               ) E  E

(× 1)当 を実7Lするに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は 「審査済み_にチェ

(× 2)未審査に場合は、その理由を記載すること.

(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や 「臨床研究に関する倫理指針Jに準拠する場合は 当該項日に記入すること。
5 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 コ

6 利益lll反 の管理

(留意事項)  該当する□にチェックを入れること。
分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 コ(無 の場合はその理由: )

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 =(無
の場合は委託先機関:                 )

当研究に係るCOIに ついての報告・審査の有無 有 ■ 無 二(無 の場合はその理由: ,

当研究に係るCOIに ついての指導 管理の有無 有 コ 粧
（ ,■ (有 の場合はその内容 :
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令和 3年 1月 26日

国立保健医療科学院長 殿
機関名 国立大学法人富山大学

所属研究機関長 職 名 学長
氏 名   齋 藤  滋    印

次の職員の令和 2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい
ては以 下のとおりです。

1 研究事業名  難治性疾患政策研究事業

2 研究課題名  IgG4関連疾患の診断基準並びに診療指針の確立を日指す研究

3 研究者名  (所属部局・職名) 保健管理センター・教授

(氏名・フリガナ) 松井 祥子 (マ ツイ ショウコ)

4 倫理審査の状況

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査_にチェックすること.

その他 (特記事項)

該当性の有無

有  無
左記で該当がある場合のみ記入 (xい

審査済み   審査した機関 未審査 (× 2)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 E  図 ヒ

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 =  
□ □

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (※わ 日   E 図
富山大学臨床・疫学等に関す

る倫理委員会

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
等の実施に関する基本指針

□   図

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :               ) □   И

Xl)当 該研究者が当該研究を実施するに当たり連守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は ‐審査済み_に チェッ

(※ 2)未審査に場合は その理由を記載すること.

(※ 3)廃止前の 「疫学研究に関する倫理指針」や 「臨床研究に関する倫理指針:に準拠する場合は 当該項日に記入すること。
5 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫r里教育の受講状況 受講 И  木受講 二

6 利益相反の管理
当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 図 無 E(無の場合はその理由: )

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 日 無 □ (無の場合は委託先機関:                 )

当研究に係るCOlに ついての報告・審査の有無 有 図 無 E(無の場合はその理由: )

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 □ 無 図 (有の場合はその内容 :                 )
(留意事項)  該当するEにチェックを入れること。

分担研究者の所属する機関の長も作成すること.



令和3年 3月

国立保健医療科学院長 殿
機関名

所属研究機関長 職 名
氏 名

京都大学

医

次の職員の令和 2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及
ては以下のとおりです。

1 研究事業名  難治性疾患政策研究事業
2 研究課題名
3 研究者名  (所属部局・職名) 大学院医学研究科 特定准教授

(氏名・フリガナ) 半田 知宏 (ハンダ トモヒロ)

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、
その他 (特記事項)

:倫理指針に関する倫理委員会の審査が済
「未審査」にチェックすること。

15日

4 倫理審査の状況
該当性の有無

有  無
左記で該当がある場合のみ記入 (× 1)

審査済み   審査した機関 未審査 (※)
ヒトゲノム 遺伝子解析研究に関する倫理指針 □   ■ □ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ □ □

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (×Э ■   □ ロ 京都大学 □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
等の実施に関する基本指針 □   ■ □ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 1               ) □   ■ □ □

※1)当 該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する んでいる場合は 「審杏済み |にチェ

(※ 2)未審査に場合は その理由を記載すること。
(× 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針Jや 「臨床研究に関する倫理指針Jに準拠する場合は 当該項目に記入すること。
5 厚生労lel分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □

6 利益相反の管理
当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由: )

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 □ (無の場合は委託先機関: )

当研究に係るCOIに ついての報告・審査の有無 有 ■ 無 □(無の場合はその理由: )

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ (有の場合はその内容:                 )
(留意事項) ・該当する□にチェックを入れること。

分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和 3年 3月  12日
国立保健医療科学院長 殿

機関名 国立
所属研究機関長 職 名 学長

氏 名

次の職員の令和 2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及
ては以下のとおりです。

1 研究事業名 難治性疾患政策研究事業
2 研究課題名 IgG4関連疾患の診断基準並びに診療指針の確立を目指す研究
3 研究者名  (所属部局・職名)大学院保健学研究科・教授

(氏名・フリガナ)佐藤 康1青・サ トウ ヤスハル

該研究者が当該研究を実施す
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他 (特記事項)

岡山大学

国翻簡1圏

4 倫理審査の状況
該当性の有無

有  無
左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

審査済み   審査した機関 未審査 (xυ

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 □   ■ □ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ □ □

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (×Э ■   □ ■ 岡山大学 □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
等の実施に関する基本指針

□   ■ □ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :               ) □   ■ □ □

(※ 1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する でいる場合は、「審査済み」にチェッ

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。
5 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □

6 利益相反の管理
当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □(無の場合はその理由:                  )

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 □(無の場合は委託先機関:                 )

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由:                  )

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ (有の場合はその内容 1                 )
(留意事項) ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和 3年 3月 3日

国立保健医療科学院長 殿
機関名  愛知医科大学

所属研究機関長 職 名  学長
氏 名

次の職員の令和 2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利
ては以下のとおりです。

1 研究事業名
2 研究課題名

3 研究者名 (所属部局・職名)  医学部 l1/J教

4 倫FH審査の状況
該当性の有無

有  無
左記で該当がある場合のみ記入 (× )

審査済み   審査した機関 未審査 (x"
ヒトゲノム 遺伝 チ解析研究に関する倫理指針 □   ■ コ

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ | |

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (xゎ E  ■

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
等の実施に関する基本指針 =  

■ J

その他、該当する倫理指針があれば記入すること
(指針の名称 :               ) コ   ■ 一‐

一 E

(※ 1)当 を実施するに当たい遵守すべき倫
'I指

針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、
~審
査済み_に チェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は 「未審査Jにチェックすること.

その他 (特記事項)

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※ 3)廃止前の 「疫学研究に関する倫理指針」や 「臨床研究に関する倫理指針_に準拠する場合は、当該項目に記入すること。
5 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
lll究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 二

6 利益 ll反の管理
当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 =(無

の場合はその理由: )

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 □(無の場合は委託先機関:                 )

当研究に係るCOIに ついての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ (無の場合はそのllT由 :                 )

当研究に係るCOIに ついての指導・管理Cl有無 有 E 無 ■ (有の場合はその内容 :                 )
(留 意事項)  該当するEにチェックを入オtる こと.

分担研究者の所属する機関の長ち作成すること.

(氏名・フリガナ)  佐藤 啓  ・ サ トウ アキラ



令和3年 3月  H日

国立保健医療科学院長 殿
機関名

所属研究機関長 職 名
氏 名

次の職員の令和 2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい
ては以下のとおりです。

1 研究事業名  難治性疾患政策研究事業
2 研究課題名  IgG4関連疾患の診断基準並びに診療指針の確立を目指す研究

3 研究者名  (所属部局・職名) 病理診断科 主任部長
(氏名・フリガナ) 能登原 憲司 ・ ノ トハラ ケンジ

倉敷中央病院

4 倫理審査の状況
該当性の有無

有  無
左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

審査済み   審査した機関 未審査 味
"

ヒトゲノム 遺伝子解析研究に関する倫理指針 □   ■ □ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ □ □

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (※め ■   □ E 倉敷中央病院 □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
等の実施に関する基本指針

□   ■ □ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :               ) □   ■ □ □

※ を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査Jにチェックすること。

その他 (特記事項)

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※ 3)廃止前の 「疫学研究に関する倫理指針Jや 「臨床研究に関する倫理指針Jに準拠する場合は、当該項目に記入すること。
5 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講 日  未受IIF□
6 利益相反の管理
当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □(無の場合はその理由:                  )

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 □(無の場合は委託先機関:                 )

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有 口 無 □(無 の場合はその理由:                  )

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ (有の場合はその内容 :                 )
(留意事項)  該当する□にチェックを入れること。

分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和3年 3月 19日
国立保健医療科学院長 殿

機関名 京都府立医科大学
所属研究機関長 職 名 学長

氏 名  竹中 洋     印

次の職員の令和 2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい
ては以下のとおりです。

1 研究事業名  難治性疾患政策研究事業
2 研究課題名  IgG4関連疾患の診断基準並びに診療指針の確立を目指す研究

3 つF究者名  (所属部局・職名)  医学 (系)研究科 (研究院)・ 特任教授

(氏名 。フリガナ)  石川 秀樹 (イ シカワ ヒデキ)

4 倫理審査の状況

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査Jにチェックすること。
その他 (特記事項)

該当性の有無

有  無

左記で該当がある場合のみ記入 (※ )

審査済み   審査した機関
未審査 (×

D

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 □   ■ □ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ 口 □

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (x3) □   ■ □ □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
等の実施に関する基本指針 □   ■ □ コ

その他、該当する倫理指針があれば記入すること
(指針の名称 :               ) □   ■ □ □

(× 1)当 を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する んでいる場合は、「審査済み にチェリ

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載すること,

(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や 「臨床研究に関する倫理指針Jに準拠する場合は、当該項日に記入すること。
5 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫IIF教育の受講状況 受講 ■  未受講 □

6 利益相反の管理

(留意事項)  該当する□にチェックを入れること.

分担研究者の所属する機関の長も作成すること.

当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 口 (無の場合はその理由:                  )

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 □(無の場合は委託先機関:                 )

当研究に係るCOIに ついての報告・審査の有無 有 ■ 無 □(無の場合はその理由:                  )

当研究に係るC01に ついての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ (有 の場合はその内容 :                 )


